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●斉  唱 
 

国歌「君が代」 
ロータリーソング「奉仕の理想」 

 
●本日のお弁当 
 
 衣浦グランドホテル 
 
●本日のお客様 
 

第２７６０地区 ガバナー 伊藤靖祐様 
第２７６０地区 地区幹事 南村朋幸様 
西三河分区ガバナー補佐 稲垣良次様（西尾ＲＣ） 
刈谷ＲＣ 小林祥浩様 

   
歓迎の辞 及び 会長挨拶 

 
今年度は碧南 RC が当番ということで、伊藤正幸がご挨拶を

申し上げたいと存じます。 
 本日は第 2760 地区、86 クラブ、約 4900 名のロータリアン

のトップリーダーであられます伊藤靖祐ガバナーをお招きし

ての高浜 RC、碧南 RC 合同でのガバナー公式訪問例会でござ

います。高浜 RC のご協力によりまして、ガバナー公式訪問の合同例会が開催できますこと、

大変ありがたく存じます。伊藤ガバナー、南村地区幹事、ようこそお越しくださいました。

高浜 RC、碧南 RC を代表致しまして、衷心よりご来訪を歓迎申し上げます。ありがとうござ

いました。伊藤ガバナーからプレゼントしていただきましたネクタイを本日締めさせていた

だいております。 
 高浜 RC、碧南 RC は刈谷 RC を親クラブとする兄弟クラブでございます。地域的に南北地
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続きでございまして、衣浦湾に面し、瓦産業を代表とする窯業や自動車産業の関連企業が多

くございまして、大変に気心が通じる同志の間柄であろうかと存じます。私共、碧南 RC は

昨年、チャーターメンバーであられます山中先生と共に 60 周年を迎えました。また、高浜

RC も 50 周年という大きな節目を盛会裡にお祝いされました。そして、新たな令和の時代を

迎えて、正に第一歩を印している訳でございます。伊藤ガバナーの生まれは昭和 34 年でござ

いますが、同年、碧南 RC はチャーターナイトを 9 月 27 日とし、前日に未曽有の伊勢湾台風

襲来という、当地域におきましても忘れがたい壊滅的な被害を受けた翌日に産声を上げ、そ

の非常時にメンバーが一致団結して奉仕活動に赴いたという記憶がクラブには刻まれ、先輩

の思いやりと会員同士の和やかさの中にあるしっかりとした奉仕の心が脈々と息づいている

ことを今も実感し、私共の誇りとするところでございます。また、高浜 RC におかれまして

は、今年で 48 回目となる交換留学生事業や様々な奉仕活動に会員の方々が率先して参加され、

「一歩、前進する」を今年度のクラブ運営方針として、伊藤ガバナーの地区方針「グローバ

ルに考え 地域社会とつながり ロータリーを成長させよう ～ポスト平成のクラブをデザイ

ンする～」を実践していらっしゃいます。心より敬意を表する次第でございます。 
 成長とは何か、大きくなることはもちろんですが、それ以外の様々な意味合いを含むこと

は皆様ご承知だと思います。それぞれ、先輩の築いてこられました輝かしい歴史と伝統ある

ロータリーを成長させる。変えてはいけないものと変えてもいいもの、変わらなければなら

ないものを見極め、勇気を持って対処し、挑戦することが成長することであるというのが私

の至らぬ考えでございます。ロータリーの慈しみ深い奉仕の心と温かい友愛は変えてはいけ

ないものだと思っております。 
 例会に先立ちまして 11 時 30 分より、伊藤ガバナー、南村地区幹事、私共両クラブの会長

と幹事で懇談会を行っていただき、親しくご指導いただきました。本日、伊藤ガバナーの卓

話を伺い、私共クラブの成長の礎とさせていただきたいと存じます。伊藤ガバナー、南村地

区幹事におかれましては、今後も引き続きご多忙でございます。ご自愛をいただきまして、

益々ご健勝にてご活躍、そして、私共にご指導賜りますことをお願い申し上げまして、歓迎

のご挨拶とさせていただきます。 
 本日はどうぞよろしくお願い致します。 

  

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
＜ニコボックス＞ 
第２７６０地区ガバナー 伊藤靖祐様、地区幹事 南村朋幸様より、たくさん頂戴しました。 

 総会員数 65 名 (内出席免除者 15 名の内出席者 10 名) 出席者 54 名 

 出席対象者 54／60 名 

 欠席者 11 名（病欠者 0 名） 
  出 席 率    90.00％ 



石井 和哉君  伊藤様、新美様、木村様、奥田様、鈴木様、山口様、大竹様、昨日はお世

話になりました。 
 
 

ガ バ ナ ー 公 式 訪 問  
 
第 2760 地区ガバナー 伊藤靖祐様 
 
 皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました今年度ガバナー

を務めております伊藤靖祐と申します。江南 RC の所属でござ

います。今日でガバナー訪問が丁度半分を超えまして、私も少

し慣れさせていただいたような状況でございますが、一生懸命させていただきたいと思いま

す。早速ではございますが、卓話に入らせていただきます。 
 まず、私が何者かということでございますが、伊藤会長からご紹介いただきました通り、

1959 年生まれでございます。慶応義塾大学を卒業させていただき、三井物産という商社に入

らせていただきました。14 年間勤務した後、私の父親が設立しました学校法人聖英学園に入

職させていただきました。その後、幼稚園、保育園を展開させていただき、今日に至った訳

でございます。職業分類は幼稚園でございます。2001 年に江南 RC に入会させていただきま

した。 
 それでは、RI の考え方などを話していきたいと思います。今年度の RI のテーマは「Rotary 
Connects the World」であり、誰が訳しても大体「ロータリーは世界をつなぐ」になるかと

思います。 
 現在、RI が求めているものは何なのかということで、私が国際大会や国際協議会に参加し

た時にたくさん出てきた言葉が重要であり、キーワードだったという訳でございますので、

それを抜き出してみました。 
  １. Connect つながる 
  ２. Transform 変革する 
  ３. Inspire 鼓舞する 
  ４. Impact 衝撃 
  ５. Together 一緒に 
この RI が求めているもの、マローニーRI 会長のお話を基に地区方針を出させていただきま

した。それが「グローバルに考え 地域社会とつながり ロータリーを成長させよう」という

ことです。ロータリーの特長はインターナショナルということです。ですから、まずはグロ

ーバルに考えるという習慣を身に付け、その上で地域社会とつながり、インパクトを与えて

ロータリーを成長させようじゃないかということでございます。ただ、会員が 200 名程のク

ラブと 20 名程のクラブではやることも違います。地域性もあります。だから、各クラブの皆

さんで考えてくださいというのがこの地区方針になります。各クラブでデザインして成長さ

せていくことが大事だということでございます。 
 では、成長させていくためには、現状分析から始まる訳です。ロータリーや日本社会を分

伊藤靖祐様 



析していくとどうなるかということですが、2015 年版の人口ピラミッドを見ますと、このま

ま何もしないでおくと消滅してしまうクラブがたくさん出てくるだろうということが予想で

きます。ですから、知的多様性と革新的柔軟性を取り入れて変えていかないと、成長するこ

とはできないんじゃないかと思います。 
 じゃあ、何でも変えていったらいいのかというと、そんなことはありません。ロータリー

が大事にしているものは、絶対に変えてはいけません。ロータリーの考え方が理念の構造に

なっておりますが、これを変えてはいけないという意味で順番に説明しますと、まずは、ロ

ータリーの 5 つの中核的価値観です。そして、それを行動に表しているのがビジョン声明で

ございます。そして、それを具体的にどうしていくのかというのが戦略計画です。そして、

色々とわからないことが出てくることもあるので、辞書的に使っていくのがロータリー章典

でございます。これを忘れてしまうと違う方向にいってしまう可能性もございます。 
 私は、会員増強は最大の奉仕じゃないかと思っております。なぜなら、5 大奉仕をする人を

増やす訳ですから、自ずと奉仕の数が増えます。そして、会員同士、それ以外の方々との関

わりを積極的に持っていただき、適応力をクラブで高めていただきたいと思っております。 
 ロータリークラブの目的は、クラブレベルを超えたリーダーを育てるということです。実

業の世界に出てもリーダーシップが取れる人間をロータリーで育ててください。そして、切

磋琢磨してください。ということでございます。是非、このロータリークラブの目的を頭の

中に入れていただき、知的多様性と革新的柔軟性を使い、各クラブが成長していただけるこ

とを私がお願い申し上げて、卓話とさせていただきます。 
 ご清聴いただきましたこと、感謝申し上げます。今日はありがとうございました。 
 
 

謝 辞  
 
 伊藤ガバナー、どうもありがとうございました。 
 具体的な事例、提案を含めたご説明で、皆さんご理解いただ

けたと思います。それを具体的な活動にしていくのは、会長、

幹事の役割だと思います。もう4分の1が過ぎましたけれども、

残り 4 分の 3 あります。今の方針を具体化することを一歩でも

進められるように頑張ることをお誓いして、お礼の言葉とさせていただきます。 
 本日はどうもありがとうございました。 
 
 
 
 

 

 

 

神谷公一 高浜 RC 会長 



 

次回例会案内 
 

令和元年１０月１２日（土）１０：３０～ （バスは９：００商工会議所

出発） 
会場：名古屋栄久屋大通り公園 エディオン久屋広場（松坂屋南館前）

ワールドフード+ふれ愛フェスタ例会 
令和元年１０月１６日（水）は１２日の振替休会 
令和元年１０月２３日（水） 
 卓話「フォーポイントバイシェラトン名古屋中部国際空港ご紹介」 

フォーポイントバイシェラトン名古屋中部国際空港 
総支配人 佐藤有子氏 


